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〈学校教育目標〉 「ふるさとに誇りをもち たくましく生き抜く子どもの育成」 文責：校長

 
　新体力テスト（6/9）  
 

　“新体力テスト”は、文部科学省が定めた体力調査です。小学生の運動能力や健康状態を把握する

目的で、毎年全国すべての小学生を対象に行われています。時代の変化に合わせて内容が見直され、

 現在は立ち幅跳びや反復横跳び、ソフトボール投げなど、８つの種目があります。

　岩城小学校ではこの調査を、縦割り活動のグループを活用して実施しています。上学年の児童が下

学年の児童を見届けたり励ましたりしながら、ローテーションで各種目に挑戦していました。

                            　　　【各種目のようすから】

                                                   

　旧藩祭（7/11）に向けて  
 

　子どもたちの役割分担が決まり、朝の時間を使った笛や太鼓の練習も始まりました。笛の指導は須

田喜久さん、太鼓の指導は小林悟さんにそれぞれお願いしています。お二方におかれましては、お忙

 しい中時間をつくっていただき、ありがとうございます。

　なお、旧藩祭に参加するにあたっては、給水（随行）や山車引き、着付けや化粧など、保護者の皆

様のお力添えが必要です。別途お願いの文書を配付しておりますので、内容をご確認の上、可能な範

 囲でご協力いただけますようよろしくお願いいたします。

 

 　※　給水（随行）、山車引き：　子どもたちの巡行と一緒に動きます。見守りをお願いします。 

   ※　着付け・化粧：　婦人会が中心となって進めますので、経験や特別な知識・技能がなくても大丈夫です。 

 　　　　　　　　　　　　　　（着付け・化粧は、できるだけ多くの女性のお手伝がいてくれるとありがたいです）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  　　　　　　　　　【笛の練習のようす】　　　　　　　　　　　 【太鼓の練習のようす】 

　いのちをまもる　　われをみがく　　きづいてうごく　



 
　防犯教室＋警察音楽隊による演奏会（6/11）  

 　　由利本荘警察署に依頼し、全校児童を対象とした防犯教室（講話）を開きました。講話は、“自分

の命は自分で守る”を大テーマとし、よく耳にする「いかのおすし」や、ちょっと耳慣れない「はち

みつじまん」などを用いた、分かりやすい内容でした。いわきっ子たちの安全（被害者にならない）

に対する意識も高まったのではないかと思います。

　いかのおすし 　…　子どもが犯罪から身を守るための防犯標語 

　　「ついていかない」「車にのらない」「おおごえを出す」「すぐ逃げる」「しらせる」 

　はちみつじまん  …　不審者（怪しい人）とは？ 

　　「はなしかけてくる」「ちかづいてくる」「みつめてくる」「ついてくる」「じっとまっている」「ん？大丈夫かなと感じる」

　また、この日は秋田県警察音楽隊をお招きし、講話の後に演奏会を催しました。子どもたちがよく

知っている曲を選曲してくださっていって、とても楽しいひとときを過ごしました。演奏に合わせて

 口ずさんだり踊り始めたりする子もいました。

 

 

 

 

 

 

 

 

　　【防犯についての講話】           　 【演奏のようす】（岩城地区出身の方もいました） 

 

  

  

  

  

  

  

              　　　 【警察音楽隊の移動専用車】  

 

　由利本荘警察署より、全校児童分の「安全と遊びのルール（健全育成ハン    【ハンドブック】 

 ドブック2026版）小学生用」をいただきました。安全で安心して生活してい

くうえで、してはいけないことや守らなければならない社会のルール、事故や被害にあわないために

気をつけることなどが詳しく記されています。このハンドブックを全員に配付しましたので、子ども

たちはもちろんですが、保護者・ご家族の皆様にもぜひ読んでいただきたく、よろしくお願いします。

（ところどころに“保護者の方へ”の記述もあります）

 
★６／３０（火）（13:50～15:10）に、「道川海岸小・中合同クリーンアップ」を行います！ 

　岩城中学校の全校生徒と岩城小学校の５・６年生が縦割り班を編成して活動します。 

 
 

 学校便り［いわきの子］は、岩城小学校ホームページにも掲載します。 

 ホームページでは、学校内外での子どもたちの活動などを、写真を添えて紹介しています

 

　いのちをまもる　　われをみがく　　きづいてうごく　


